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SOLAS V/23 改正による水先人用移乗設備の新要件について 

 

各位 

 

第 110 回海上安全委員会(MSC 110)において、水先人用移乗設備に関する SOLAS V/23 の改正が Res. 

MSC.572(110)として採択されました。 

併せて、水先人用移乗設備に関する性能要件 Res. MSC.576(110)が採択され、SOLAS V/23 より参照されて

います。加えて、主な設備要件を図示した MSC.1/Circ.1428/Rev.1 及び SOLAS V/23 改正における任意での

早期施行に関する MSC.1/Circ.1690 が発行されました。 

本テクニカルインフォメーションでは、水先人用移乗設備に関する主な要件についてお知らせいたします。 

 

1. 適用 

(1) 2028 年 1 月 1 日以降に設置された*水先人用移乗設備は、Res. MSC.576(110)の Part A、B 及び C

に従って設計、製造、建造、固定及び設置されなければならない。(SOLAS V/23.3) 

(2) 2028 年 1 月 1 日より前に設置された水先人用移乗設備であって、SOLAS 第 I 章の適用を受ける船

舶に備えられているものは、2029 年 1 月 1 日以降最初の検査までに、前(1)の要件に適合しなければ

ならない。(SOLAS V/23.4) 

(3) 設置日に関わらず、すべての水先人用移乗設備の点検、格納、保守、交換及び習熟については、Res. 

MSC.576(110)の Part D 及び E に適合しなければならない。(SOLAS V/23.6) 

(4) 前(1)に規定される水先人用移乗設備は、Res. MSC.576(110)の Part F に従って、主管庁の承認を受

けなければならない。(SOLAS V/23.8) 

 
*: 「2028 年 1 月 1 日以降に設置された」とは、水先人用移乗設備の契約上の納入日をいい、契約

上の納入日がない場合にあっては、2028 年 1 月 1 日以降に当該設備が船舶に実際に納入され

た日をいう。（SOLASV/23.7） 

 

2. 適合確認 

上記 1.(2)に規定される 2028 年 1 月 1 日より前に設置された水先人用移乗設備であって、SOLAS 第 I 章

の適用を受ける船舶に備えられているものは、2029 年 1 月 1 日以降最初の SE 定期的検査（年次検査、

中間検査、更新検査）の際に、SOLAS V/23 及び Res. MSC.576(110)に規定される要件への適合を確認

します。 

また、当該要件への適合にあたっては、火気工事を伴う改造が必要となる可能性があることから、2029 年 1

月 1 日より前に入渠する船舶にあっては、本要件を満足するよう前広な対応をお願いします。 

なお、改造を実施する場合は、事前の図面承認が必要となりますので、弊会材料艤装部まで改造図の提

出をお願いします。 

（次頁に続く） 
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3. 定義 

(1) 水先人用移乗設備 (Res. MSC.576(110) Introduction 2.1) 

水先人及びその他の人員の乗船及び下船のみに使用されるすべての設備及び配置をいい、水先人用

はしご、補助舷梯、乗下船プラットフォーム、マンロープ、水先人用はしごウインチリール、固定装置並びに

その他の関連設備を含む。 

(2) 乗降地点 (Res. MSC.576(110) Introduction 2.2) 

水先人及びその他の人員が、水先人用はしご又は補助舷梯と、船舶の甲板又は船側開口部との間

を移動する位置をいう。 

(3) マンロープ (Res. MSC.576(110) Introduction 2.3) 

乗降を補助するために水先人用はしごの両端に吊るされるロープをいう。 

(4) トラップドア (Res. MSC.576(110) Introduction 2.4) 

水先人用はしご及びマンロープが、障害物や変形を受けることなく通過できるよう、プラットフォームに設け

られた蓋付きの開口であって、水先人又はその他の人員が、水先人用はしごと補助舷梯の間を通過す

るのに使用されるものをいう。 

(5) 中間長さにおける水先人用はしごの固定 (Res. MSC.576(110) Introduction 2.5) 

シンブル以外の位置で水先人用はしごを固定することをいう。 

 

4. 照明 (SOLAS V/23.11) 

水先人用移乗設備の船側部並びに水先人及びその他の人員が乗降する甲板上のすべての場所を照らす

ため、固定式又は可搬式の照明手段を備えること。可搬式照明を使用する場合には、固定用ブラケットを

設けること。 

 

5. 乗船拒否 (SOLAS V/23.12) 

水先人又はその他の人員は、設置されている水先人用移乗設備が本要件に適合していないとの疑義があ

る場合には、船長に報告の上、当該設備が是正されるまで、その使用を拒否することがある。 

 

6. 主な性能基準 

(1) 水先人用はしご (Res. MSC.576(110) Part A 4) 

(i) 水先人用はしごは、単一のものであって、すべての喫水及びトリムでの航海状態及び最小航海状

態で不利な方向に 15°傾斜した特定の状態において、乗降地点から、又は、補助舷梯と組合せて

使用される場合はプラットフォームから、海面まで達するものであること。 

(Res. MSC.576(110) Part A 4.5) 

(ii) 水先人用はしごのサイドロープは、それぞれ直径 20mm 以上 22mm 以下の無被覆ロープを二重に

したもので、継ぎ目のない連続したものであること。また、少なくとも 24kN 以上の破断強度を有する

こと。(Res. MSC.576(110) Part A 4.6) 

 

(2) 組合せ配置 (Res. MSC.576(110) Part A 5) 

(i) 補助舷梯の巻上げ及び巻下げ機構には、水先人及びその他の人員の移乗中に当該機構が不用

意に操作されることを防止するための保護装置を備えること。(Res. MSC.576(110) Part A 5.1) 

(ii) 補助舷梯は、本性能基準に適合する懸架装置又は付属装置と共に、SOLAS II-1/3-9 規則*によ

り要求される乗降設備に関する要件を満足すること。(Res. MSC.576(110) Part A 5.4) 
*: MSC.1/Circ.1331/Rev.1 を参照すること。 

(iii)下部プラットフォームにトラップドアを備えた補助舷梯を用いる場合にあっては、当該プラットフォームは、

次の要件を満足すること。(Res. MSC.576(110) Part A 5.5) 

(a) 船体の内側に開き、750mm×750mm 以上の寸法を有する開口を有し、開口端と水先人用

はしごとの水平距離が 0.1m 以上 0.2m 以下となるように設計されること。 

（次頁に続く）  
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(b) 次の要件を満足するように設計及び製造すること。 

- 水先人用はしご及びマンロープが、障害物又は変形を受けることなく開口部を通過できる

こと。 

- 水先人用はしごが、船側に対して水平に設置されること。 

- 構造部材が、水先人用はしごに干渉又は接触しないこと。 

- 水先人用はしごの最上段が、下部プラットフォームの少なくとも 2m 上方に位置し、かつ、

Part B に適合すること。 

(c) 下部プラットフォームには、次の(g)に規定されるフレーム以外の固定具を設けないこと。 

(d) 上方に開くトラップドアを備え、当該トラップドアはプラットフォーム上に水平に固定されるか、プラ

ットフォームの船尾端もしくは船外側のいずれかの位置においてスタンションに固定され、いずれ

の場合においても船舶への通行を妨げないこと。 

(e) 直径 28mm 以上 32mm 以下の丸型手すりを設け、安全に水先人用はしごを乗降できるよう

にすること。プラットフォームの構造自体を手すりとして使用しないこと。 

(f) プラットフォームの上方 1.2m 以上の高さにハンドホールドを備えること。 

(g) 前(b)に適合するため、構造用フレームが使用される場合には次の要件を適用すること。 

- 補助舷梯のプラットフォーム、フレーム、水先人用はしごとの接続点、ウィンチ、走行装置、

マンロープ用パッドアイ及びロック機構は、少なくとも 48kN の垂直方向の荷重に耐えるよ

うに設計されること。 

- 水先人用はしごの最上段は、プラットフォームから少なくとも 2m 上方に位置し、かつ、船側

に確実に接するようフレーム内側のパッドアイに固定されること。 

- マンロープは、フレーム内側のプラットフォーム上方 2m の位置に設けられた追加のパッドアイ

に直接固定されること。 

(iv) 本(2)が適用されるすべての船舶には、使用者に対して、組合せ配置の取り付け要否を示すため、

上半分を白色、下半分を赤色とする二色の視認用マークを設けること。当該マークは、高さ 4m 以

上、幅 0.5m 以上とし、水先人乗船位置付近の船舶中央部に設けること。当該標識の上半分と

下半分の境界線は、乗降位置から下方 9m の位置とすること。(Res. MSC.576(110) Part A 5.6) 

 

(3) 固定装置 (Res. MSC.576(110) Part A 6) 

(i) Part A 又は Part B に従って、備え付けられる又は使用されるすべての強固な固定点、シャックル及

び固定用ロープは、48kN 以上の破断強度を有すること。固定用ロープは、Part A 11.3 に規定され

る方法によりタグ付け又はその他の方法により恒久的に表示されなければならず、かつ、水先人用

はしごの設置を補助するために使用されるものは長さ 3m 以上とすること。固定装置は、甲板の船

側端部から 915mm 以上の位置に設置することとし、これにより難い場合は、実行可能な限り離し

て設置すること。ただし、補助舷梯を使用する組合せ配置の場合はこの限りではない。強固な固定

点及びシャックルには、破断強度又は同等の制限荷重を明瞭、かつ、恒久的に表示すること。当

該固定点、シャックル及び固定用ロープが本要件に適合していることを示す資料は船内に保管され、

検査時に提示可能であること。(Res. MSC.576(110) Part A 6.1) 

(ii) 水先人用はしご又は乗船用プラットフォームを船側に固定するための恒久的又は取り外し可能な方

法は、乗船装置又は水先人の自重を支持する目的で使用してはならず、船側に当該装置を固定

する目的のみに使用されること。取り外し可能な固定具は一人で取り外しが可能でなければならず、

補助舷梯の下部プラットフォームを固定する場合には 4kN 以上、水先人用はしご又はマンロープを

固定する場合には、3kN 以上の保持力を有すること。(Res. MSC.576(110) Part A 6.2) 

（次頁に続く） 

  



 
  

 

No. TEC-1375 2026 年 4 月 10 日 4  

(iii) 水先人用はしごを中間長さで固定するための手段を備えなければならず、当該手段は、前(i)に規

定される強固な固定点に対して、水先人用はしごのサイドロープを把持することにより、水先人用は

しごを固定できるものとすること。 

当該手段は、48kN 以上の破断強度を有し、かつ、機関が承認する規格*に基づく、はしご及びステ

ップの取り付け強度試験並びに展開試験の条件下において、サイドロープの滑りを防止できるよう設

計されていること。(Res. MSC.576(110) Part A 6.3) 
*: ISO 799-1:2019; 船舶及び海洋技術 - 水先人用はしご - 第 1 部 設計及び仕様 

 

(4) 船側開口部、扉及びプラットフォーム (Res. MSC.576(110) Part A 7, Part B 14, 15.1.1.3) 

(i) 船側開口部は、水先人及びその他の人員が移乗するための十分な大きさを有し、安全で、容易、

かつ、妨げられることなく通行できるものでなければならず、その最小有効寸法は、高さ 2,200mm

以上及び幅 915mm 以上とすること。(Res. MSC.576(110) Part A 7.1) 

(ii) プラットフォームを備えない船側開口部には、当該開口部の最下層甲板上で、かつ、船側開口部

の内側に強固な固定点を設けること。次の(iv)に従って、マンロープを設ける場合には、開口部の上

部、かつ、船体内側に強固な固定点を設けること。(Res. MSC.576(110) Part A 7.2) 

(iii) プラットフォームのない船側開口部に設置される水先人用はしごは、当該開口部の最下層甲板より

上方に延長してはならず、乾舷甲板を含む他のいかなる位置にも設置してはならない。 

(Res. MSC.576(110) Part B 14.1) 

(iv) 水先人用はしごが船側開口部に設置される場合には、マンロープは甲板上部から設置してもよい。

ただし、乗降地点におけるスタンション頂部のリング又はアイを通すこと。 

(Res. MSC.576(110) Part B 15.1.1.3) 

(v) 船側開口部のプラットフォームは、船舶の通常運航に伴う、すべての航海状態における喫水及びト

リム条件下において、当該プラットフォームから水面までの距離が 5m 未満となる場合には、設置し

てはならない。プラットフォームは機械的に船体に取り付けられ、制限荷重を標示すること。試験に

合格したことの証明書は、船内に保持され、検査のために提示可能であること。 

(Res. MSC.576(110) Part A 7.3) 

(vi) 前(v)に適合するプラットフォームを備えた船側開口部と併用される水先人用はしごは、当該プラット

フォームの後方に設置されなければならない。また、水先人用はしご及びマンロープが Part A 13.1.5

及び 13.1.7 に従ってプラットフォーム上部で固定されている場合には、乾舷甲板から設置してもよい。

(Res. MSC.576(110) Part B 14.2) 

 

(5) 甲板への通行 (Res. MSC.576(110) Part A 8) 

船舶に乗降する水先人及びその他の人員が、水先人用はしご又は補助舷梯の上端から甲板へ安全、

かつ、障害物なく通行できる手段を講じること。当該手段は、ハンドホールドで安全に囲まれた清潔で障

害物のないプラットフォームを通じて、直接通行できるものとし、当該通行は、以下の要件を満たすこと。 

(i) 手すり又はブルワークに設けられた出入口を通行する場合にあっては、その両側に、直径 32mm 以

上 36mm 以下の適切なハンドホールドを設けること。当該ハンドホールドの間隔は 0.7m 以上 0.8m

以下とし、その基部付近及び上部において、船体構造に強固に固定されること。ハンドホールドの高

さは、設置された甲板上から 1.2m 以上であること。出入口のスタンション又は手すりは、ブルワーク

ラダーに取り付けられてはならず、かつ、甲板の縁から 0.12m を超えない位置に設置されること。また、

スタンションの甲板高さには、内径 60mm 以上のリング又はアイを設け、マンロープを通せるようにす

ること。 

（次頁に続く） 
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(ii) ブルワークラダーを使用する場合にあっては、ブルワークラダーを船体に確実に固定すること。その両側

に、直径 32mm 以上 36mm 以下の適切なハンドホールドを設けること。当該ハンドホールドの間隔

は 0.7m 以上 0.8m 以下とし、その基部付近及び上部において、船体構造に強固に固定されるこ

と。ハンドホールドの高さは、設置された甲板上から 1.2m 以上であること。出入口のスタンション又

は手すりは、ブルワークラダーに取り付けられてはならず、かつ、甲板の縁から 0.12m を超えない位置

に設置されること。また、スタンションの甲板高さには、内径 60mm 以上のリング又はアイを設け、マ

ンロープを通せるようにすること。 

(iii) 船側開口部又は船側扉を用いる場合にあっては、その両側に、直径 32mm 以上 36mm 以下の

適切なハンドホールドを設けること。当該ハンドホールドの間隔は 0.7m 以上 0.8m 以下とし、その基

部付近及び上部において、船体構造に強固に固定されること。ハンドホールドの高さは、設置された

甲板上から 1.2m 以上であること。スタンション又は手すりは、甲板の縁から 0.12m を超えない位

置に設置されること。また、スタンションの甲板高さには、内径 60mm 以上のリング又はアイを設け、

マンロープを通せるようにすること。 

 

(6) 摩耗防止 (Res. MSC.576(110) Part A 9) 

水先人用はしごのサイドロープ又はマンロープが船体の外板や付属装置に接触して、鋭角な曲がり、擦

れ、摩耗、挟み込みなどが生じることによって性能が低下することがないように、設計及び設置されること。

接触が避けられない場合にあっては、接触点を曲面とすることで摩耗を最小限に抑えること。曲面化の

方法として、丸パイプなどの恒久的な構造物を使用してもよい。船の設計上、接触点を曲面とすること

が不可能な場合は、取り外し可能な摩耗防止パッドやその他の一時的な措置を使用してもよい。当該

措置は通常の点検を妨げず、使用後に取り外され、Res. MSC.576(110) Section 23 に従って適切に

保管されることを条件として、主管庁に認められること。 

 

(7) 関連設備 (Res. MSC.576(110) Part A 11) 

マンロープは、次の要件を満たすこと。 

(i) 直径 28mm 以上 32mm 以下とし、防カビ性を有するマニラロープ又はこれと同等の強度、耐久性、

伸び特性及び把持性を有する素材であること。 

(ii) スプライス（継ぎ目）及び結び目のない単一の長さのものであること。 

(iii) 製造者によりタグ付け又はその他の方法により恒久的に表示され、少なくとも次に掲げる情報を有

すること。 

(a) 製造者の名称 

(b) 装置の製造番号又は製造者が検証可能な一意の識別手段 

(c) 製造年月日 

(d) 承認機関の名称及び詳細 

 

(8) ウインチリールへの水先人用はしごの格納 (Res. MSC.576(110) Part C 16) 

水先人用はしごをウィンチドラムに格納する場合には、当該ドラムの直径は 0.16m 以上でなければなら

ない。また、当該ドラムにはくぼんだ固定点を備えること。 

 

(9) 運用準備、船上点検及び保守 (Res. MSC.576(110) Part D) 

(i) 水先人用移乗設備が良好な状態にあり、汚染がなく、かつ、使用可能な状態に保つため、定期

的な保守及び点検を実施すること。設置年月日に関わらず、組合せ配置に使用される補助舷梯

の保守及び点検は、SOLAS II-1/3-9.3 に従って実施されること。(Res. MSC.576(110) Part D 22) 

(ii) 水先人用はしごのステップ又はスプレッダーステップの修理及び交換は認められない。 

(Res. MSC.576(110) Part D 28) 

（次頁に続く） 

 



 
  

 

 

弊会公式 LinkedIn ページでは、IMO･IACS･EU の規制、PSC 動向など、

海事分野における最新情報や弊会の各種活動を発信しています。 

右のバナーより是非フォローをお願いいたします。  
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(iii) 予備として、性能基準に適合した少なくとも 1 本の水先人用はしご及び 1 組のマンロープを船内に

備えること。(Res. MSC.576(110) Part D 29) 

(iv) 水先人用はしご及びマンロープ（予備品を含む）はこれらの性能基準に適合しなくなった場合又は

製造年月日から 36 カ月が経過した日もしくは使用開始日から 30 カ月を経過した日のいずれか早

い時期までに使用を中止し、水先人又はその他の人員の乗降に使用してはならない。 

(Res. MSC.576(110) Part D 30) 

 

(10) 承認 (Res. MSC.576(110) Part F) 

中間長さでの固定手段を含む水先人用はしご及びマンロープは、本性能基準に従い、主管庁による型

式承認を受けなければならない。(Res. MSC.576(110) Part F 36) 

 

 

なお、本件に関してご不明な点は、以下の部署にお問い合わせください。 

 

一般財団法人 日本海事協会 （ClassNK） 

本部 管理センター別館 材料艤装部 

住所: 東京都千代田区紀尾井町 3-3（郵便番号 102-0094） 

Tel.: 03-5226-2020 

E-mail: eqd@classnk.or.jp 

添付: 

1. RESOLUTION MSC.572(110) 

2. RESOLUTION MSC.576(110) 

3. MSC.1/Circ.1331/Rev.1 

4. MSC.1/Circ.1428/Rev.1 

5. MSC.1/Circ.1690 

 

 

https://www.linkedin.com/company/classnk/
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ANNEX 1 

RESOLUTION MSC.572(110) 
(adopted on 26 June 2025) 

AMENDMENTS TO CHAPTERS II-2 AND V OF THE 
INTERNATIONAL CONVENTION FOR THE SAFETY OF LIFE AT SEA, 1974 

THE MARITIME SAFETY COMMITTEE, 

RECALLING Article 28(b) of the Convention on the International Maritime Organization 
concerning the functions of the Committee, 

RECALLING ALSO article VIII(b) of the International Convention for the Safety of Life at 
Sea, 1974 ("the Convention"), concerning the amendment procedure applicable to the annex 
to the Convention, other than to the provisions of chapter I, 

HAVING CONSIDERED, at its 110th session, amendments to the Convention proposed and 
circulated in accordance with article VIII(b)(i) of the Convention, 

1 ADOPTS, in accordance with article VIII(b)(iv) of the Convention, amendments to 
the Convention, the text of which is set out in the annex to the present resolution; 

2 DETERMINES, in accordance with article VIII(b)(vi)(2)(bb) of the Convention, that 
the said amendments shall be deemed to have been accepted on 1 July 2027, unless, prior to 
that date, more than one third of the Contracting Governments to the Convention or 
Contracting Governments the combined merchant fleets of which constitute not less than 50% 
of the gross tonnage of the world's merchant fleet have notified the Secretary-General of their 
objections to the amendments; 

3 INVITES Contracting Governments to the Convention to note that, in accordance 
with article VIII(b)(vii)(2) of the Convention, the amendments shall enter into force 
on 1 January 2028 upon their acceptance in accordance with paragraph 2 above; 

4 REQUESTS the Secretary-General, for the purposes of article VIII(b)(v) of 
the Convention, to transmit certified copies of the present resolution and the text of 
the amendments contained in the annex to all Contracting Governments to the Convention; 

5 ALSO REQUESTS the Secretary-General to transmit copies of this resolution and 
its annex to Members of the Organization which are not Contracting Governments to 
the Convention. 

ClassNK テクニカルインフォメーション No. TEC‑1375 
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ANNEX 

AMENDMENTS TO THE INTERNATIONAL CONVENTION FOR THE 
SAFETY OF LIFE AT SEA, 1974 

CHAPTER II-2 
CONSTRUCTION – FIRE PROTECTION, FIRE DETECTION AND FIRE EXTINCTION 

Part C 
Suppression of fire 

Regulation 11 
Structural integrity 

2 Material of hull, superstructures, structural bulkheads, decks and deckhouses 

1 Section 2 is replaced by the following: 

"2 Material of hull, superstructures, structural bulkheads, decks and 
deckhouses 

The hull, superstructures, structural bulkheads, decks and deckhouses shall be 
constructed of steel or other equivalent material. For the purpose of applying the 
definition of steel or other equivalent material as given in regulation 3.43, the 
"applicable fire exposure" shall be according to the integrity and insulation standards 
given in tables 9.1 to 9.8. For example, where divisions such as decks or sides and 
ends of deckhouses are permitted to have "B-0" fire integrity, the "applicable fire 
exposure" shall be half an hour." 

4 Machinery spaces of category A 

4.1 Crowns and casings 

2 Paragraph 4.1 is replaced by the following: 

"4.1 Crowns and casings 

Crowns and casings of machinery spaces of category A shall be of steel construction 
and shall be insulated as required by tables 9.1 and 9.3 for passenger ships or tables 
9.5 and 9.7 for cargo ships, as appropriate." 

CHAPTER V 
SAFETY OF NAVIGATION 

Regulation 23 
Pilot transfer arrangements 

3 Regulation 23 is replaced by the following, together with the associated footnote: 

ʺRegulation 23 – Pilot transfer arrangements 

1 Ships on which pilots may be employed shall be provided with pilot 
transfer arrangements. 

2 Pilot transfer arrangements shall enable pilots and other personnel to 
embark and disembark safely in all seagoing conditions of draught and trim. 
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3 Pilot transfer arrangements provided in accordance with paragraph 1 and 
installed on or after 1 January 2028 shall be designed, manufactured, constructed, 
secured and installed in accordance with the introduction and parts A, B and C of the 
performance standards adopted by the Maritime Safety Committee by resolution 
MSC.576(110), as may be amended by the Organization, provided that such 
amendments are adopted, brought into force and take effect in accordance with the 
provisions of article VIII of the present Convention concerning the amendment 
procedures applicable to the annex other than chapter I. 

4 Pilot transfer arrangements installed before 1 January 2028 on ships to which 
chapter I applies shall comply with the requirements provided in paragraph 3 not later 
than the first survey* on or after 1 January 2029. 

5 Pilot transfer arrangements installed before 1 January 2028 on ships to which 
chapter I does not apply shall comply with the requirements provided in paragraph 3 
not later than 1 January 2030. 

6 Inspection, stowage, maintenance, replacement and familiarization of all pilot 
transfer arrangements, regardless of the installation date, shall comply with the 
introduction and parts D and E of the performance standards adopted by the Maritime 
Safety Committee by resolution MSC.576(110), as may be amended by the 
Organization, provided that such amendments are adopted, brought into force and 
take effect in accordance with the provisions of article VIII of the present Convention 
concerning the amendment procedures applicable to the annex other than chapter I. 

7 For the purpose of the present regulation, the expression "installed on or 
after 1 January 2028" means a contractual delivery date for the pilot transfer 
arrangement or, in the absence of a contractual delivery date, the actual delivery date 
of the arrangement to the ship on or after 1 January 2028. 

8 Pilot transfer arrangements provided for in paragraph 3 shall be approved by 
the Administration in accordance with part F of the performance standards adopted by 
the Maritime Safety Committee by resolution MSC.576(110), as may be amended by 
the Organization, provided that such amendments are adopted, brought into force and 
take effect in accordance with the provisions of article VIII of the present Convention 
concerning the amendment procedures applicable to the annex other than chapter I. 

9 Pilot transfer arrangements provided for in paragraph 3 on ships to which 
chapter I applies shall be inspected in accordance with regulations I/6 and I/7 or I/8. 
Pilot transfer arrangements on ships to which chapter I does not apply shall be 
inspected to the satisfaction of the Administration. 

10 Mechanical pilot hoists shall not be used. 

11 Adequate means of illumination, either fixed or portable, shall be capable of 
illuminating all pilot transfer arrangements overside and the position on deck where 
pilots and other personnel embark or disembark. Portable lights, when used, shall 
have brackets to permit their positioning. 

12 Where a pilot or other personnel suspect the pilot transfer arrangement 
provided is non-compliant, they should inform the master and refuse to use the 
arrangement until it is made compliant. 
_____________ 
* Refer to Unified interpretation of the term ʺfirst surveyʺ referred to in SOLAS regulations

(MSC.1/Circ.1290).ʺ
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APPENDIX 

CERTIFICATES 

Record of equipment for passenger ship safety (Form P) 

4 In section 5 (Details of navigational systems and equipment), new entries 16.1 to 16.3 
are added as follows: 

ʺ16.1 Pilot ladder and manropes 

16.2 Spare pilot ladder and manropes 

16.3 Means of securing a pilot ladder at intermediate lengthʺ 

Record of equipment for cargo ship safety (Form E) 

5 In section 3 (Details of navigational systems and equipment), new entries 17.1 to 17.3 
are added as follows: 

ʺ17.1 Pilot ladder and manropes 

17.2 Spare pilot ladder and manropes 

17.3 Means of securing a pilot ladder at intermediate lengthʺ 

Record of equipment for cargo ship safety (Form C) 

6 In section 5 (Details of navigational systems and equipment), new entries 17.1 to 17.3 
are added as follows: 

ʺ17.1 Pilot ladder and manropes 

17.2 Spare pilot ladder and manropes 

17.3 Means of securing a pilot ladder at intermediate lengthʺ 

*** 
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ANNEX 5 

RESOLUTION MSC.576(110) 
(adopted on 26 June 2025) 

PERFORMANCE STANDARDS FOR PILOT TRANSFER ARRANGEMENTS 

THE MARITIME SAFETY COMMITTEE, 

RECALLING Article 28(b) of the Convention on the International Maritime Organization 
concerning the functions of the Committee, 

RECALLING ALSO resolution A.886(21) on Procedure for the adoption of, and amendments 
to, performance standards and technical specifications, by which the Assembly resolved that 
the function of adopting performance standards and technical specifications, as well as 
amendments thereto, shall be performed by the Maritime Safety Committee, on behalf of 
the Organization, 

RECALLING FURTHER resolution A.1045(27) on Pilot transfer arrangements, which was 
amended by resolution A.1108(29), 

NOTING resolution MSC.572(110) by which it adopted amendments to regulation V/23 of the 
International Convention for the Safety of Life at Sea, 1974 ("the Convention") to make the 
performance standards on pilot transfer arrangements mandatory under the Convention, 

RECOGNIZING that the responsibility for safe practices for the transfer of pilots and other 
personnel rests with each person involved in the activity including the shipowner, operator, 
master and crew, pilotage provider, pilot and pilot boat crew, as well as the person being 
transferred, 

HAVING CONSIDERED, at its 110th session, the recommendation made by the Sub-Committee 
on Navigation, Communications and Search and Rescue at its eleventh session, 

1 ADOPTS the Performance standards for pilot transfer arrangements, set out in the 
annex to the present resolution; 

2 INVITES Contracting Governments to the Convention to note that the Performance 
standards for pilot transfer arrangements will take effect on 1 January 2028 upon entry 
into force of the amendments to regulation V/23 of the Convention adopted by 
resolution MSC.572(110); 

3 NOTES that, under the provisions of regulation V/23 of the Convention, amendments 
to the Performance standards for pilot transfer arrangements shall be adopted, brought into 
force and take effect in accordance with the provisions of article VIII of the Convention 
concerning the amendment procedure applicable to the annex to the Convention other 
than chapter I; 

4 REQUESTS the Secretary-General to transmit certified copies of this resolution and 
the text of the Performance standards for pilot transfer arrangements contained in the annex 
to all Contracting Governments to the Convention; 

ClassNK テクニカルインフォメーション No. TEC‑1375 
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5 ALSO REQUESTS the Secretary-General to transmit copies of this resolution and the 
annex to all Members of the Organization which are not Contracting Governments to 
the Convention; 
 
6 INVITES Governments to encourage the development of novel technologies aimed at 
improving the safety of pilot transfer arrangements and to keep the Organization advised of 
any positive results; 
 
7 URGES all parties concerned to observe both the spirit and intent of these 
performance standards, to ensure safety is not compromised; 
 
8 INVITES the Assembly to revoke resolutions A.1045(27) and A.1108(29) as 
of 1 April 2030, and endorse the action taken by the Maritime Safety Committee. 
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ANNEX 
 

PERFORMANCE STANDARDS FOR PILOT TRANSFER ARRANGEMENTS 
 

 
INTRODUCTION 
 
1 Purpose 
 
These performance standards provide for requirements for the design, manufacture, 
construction, rigging, installation of pilot ladder winch reels, operational readiness, onboard 
inspection and maintenance, familiarization and approval in relation to pilot transfer 
arrangements required under regulation V/23 of the 1974 SOLAS Convention, adopted by 
resolution MSC.572(110). 
 
2 Definitions 
 
For the purpose of these performance standards, the following definitions apply: 
 

.1 Pilot transfer arrangements refers to all equipment and arrangements used 
solely for the embarkation and disembarkation of pilots and other personnel, 
including pilot ladders, accommodation ladders, embarkation platforms, 
manropes, pilot ladder winch reels, securing arrangements and other 
associated equipment. 

 
.2 Point of access means the location at which pilots or other personnel transfer 

between a pilot ladder or accommodation ladder and the deck or side 
opening of a ship. 

 
.3 Manropes means ropes hung on either side of a pilot ladder for assistance 

in ascending and descending. 
 
.4 Trapdoor means an aperture with a cover located in a platform allowing the 

pilot ladder and manropes to pass through without obstruction or distortion 
and used by pilots or other personnel to transfer between the pilot ladder and 
the accommodation ladder. 

 
.5 Securing a pilot ladder at intermediate length means securing a pilot ladder 

at a point other than the thimble ends. 
 
3 General 
 
3.1 Pilot transfer arrangements shall be designed, installed, inspected, maintained and 
rigged to enable pilots and other personnel to embark and disembark safely in all seagoing 
conditions of draught and trim. 
 
3.2 The height of climb on a pilot ladder shall not be less than 1.5 m and not more 
than 9 m from the surface of the water to the point of access in all seagoing conditions of 
draught and trim. Whenever the height of climb on a pilot ladder from the surface of the water 
to the point of access exceeds 9 m, the ship shall be provided with and rig an accommodation 
ladder in conjunction with the pilot ladder (i.e. a combination arrangement). 
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3.3 Where the height of climb is less than 1.5 m from the surface of the water and a pilot 
ladder is not used as part of a pilot transfer arrangement, this does not exempt any vessel or 
personnel involved in the transfer from ensuring that the transfer is completed safely, is 
adequately risk assessed and any equipment other than a pilot ladder is used in accordance 
with these performance standards. 
 
3.4 Pilot transfer arrangements shall be provided to enable pilots and other personnel to 
embark and disembark safely on either side of the ship. Necessary equipment shall be carried 
on each side unless the equipment is capable of being transferred for use on either side. 
 
3.5 Pilot ladders and manropes used for the transfer of pilots and other personnel shall 
be clearly identified with permanent marking so as to enable identification of each appliance 
for the purposes of survey, inspection and record-keeping. 
 
3.6 Reference in these performance standards to an accommodation ladder1 includes a 
sloping ladder used as part of the pilot transfer arrangements. 
 
3.7 The onboard inspection and rigging of the pilot transfer arrangements and the 
embarkation and disembarkation of pilots and other personnel shall be supervised by a 
designated responsible officer. During the transfer of pilots or other personnel, the responsible 
officer shall have means of communication with the navigation bridge and shall arrange for the 
escort of the pilot by a safe route to and from the navigation bridge and other personnel to an 
appropriate safe location. 
 
PART A – DESIGN, MANUFACTURE AND CONSTRUCTION 
 
4 Pilot ladders 
 
4.1 The steps of the pilot ladders shall comply with the following requirements: 
 

.1 if made of hardwood, they shall be made in one piece, free of any knots. 
Wood shall not be treated or coated with paint, varnish or other coatings; 

 

.2 if made of material other than hardwood, they shall be made from resilient 
plastic or rubber of equivalent strength, stiffness and durability; 

 

.3 they shall have an efficient non-slip surface; 
 

.4 they shall be long enough to accommodate a distance between the inner 
surface of the side ropes of not less than 400 mm, and shall be not less 
than 115 mm in width and 25 mm in thickness, excluding any non-slip device 
or grooving; 

 

.5 they shall be equally spaced not less than 310 mm and not more 
than 350 mm apart measured from the top of each step or spreader step; 

 

.6 they shall be secured in such a manner that each will remain horizontal; and 
 

.7 the four lowest steps shall be of rubber of sufficient strength and stiffness or 
other equivalent material. 

 

 
1 Refer to SOLAS regulation II-1/3-9 on Means of embarkation on and disembarkation from ships. 
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4.2 Pilot ladders with more than five steps shall have spreader steps complying with 
paragraph 4.1 and each spreader step shall be not less than 1.8 m in length. The lowest 
spreader step shall be the fifth step from the bottom of the ladder and additional spreader steps 
shall be provided at such intervals as will prevent the pilot ladder from twisting, conforming to 
standards acceptable to the Organization.2 
 

4.3 Permanent measuring marking shall be provided at a regular interval of every three 
steps, approximately every 1 m, throughout the length of the pilot ladder consistent with ladder 
design, use and maintenance in order to facilitate the rigging of the ladder to the required height. 
 

4.4 Pilot ladders shall be permanently marked by the manufacturer with at least the 
following information on the underside of the uppermost step and the lowermost spreader step: 
 

.1 the name of the manufacturer; 
 

.2 an equipment serial number or other means of unique identification which 
the manufacturer shall be able to validate; 

 

.3 date of manufacture; and 
 

.4 name and details of the approving authority. 
 

4.5 Pilot ladders shall be of a single length capable of reaching the surface of the water 
from the point of access or, where a combination arrangement is used, from the platform of 
the combination arrangement, in all seagoing conditions of draught and trim and the specific 
condition of an adverse list of 15° in the lightest seagoing condition. 
 

4.6  The side ropes on each side of the pilot ladder shall consist of a double length of 
uncovered rope not less than 20 mm and not more than 22 mm in diameter. The double length 
shall be made from a continuous length of rope with no joints having a breaking strength of at 
least 24 kN. The midpoint of the double length shall be located on a thimble. The ends of each 
of the side ropes shall be properly finished. 2F

3 

 

4.7 Each of the side ropes shall be mildew-resistant manila rope 3F

4 or other material of 
equivalent strength, durability, elongation characteristics and grip which has been protected 
against actinic degradation. 
 

4.8 Each of the side ropes shall be secured together both above and below each step with 
an arrangement properly designed for this purpose. Where a seizing method 4F

5 with step fixtures, 
such as chocks or wedges, is used, it shall hold each step horizontal in all planes at all times. 
Where a mechanical clamping device is used to secure each of the side ropes together, it shall 
grip each of the side ropes in the pair independently and with the same grip force. Any surface 
of a mechanical clamping device that pilots or other personnel may handle shall be suitable to 
be grasped by bare hands. The use of cable ties, u-clamps or worm driven clips as a means 
of securing steps is prohibited. 
 

 
2 Refer to the recommendations by the International Organization for Standardization, in particular publication 

ISO 799-1:2019 Ships and marine technology – Pilot ladders – Part 1: Design and specification. 
 

3 Refer to the recommendations by the International Organization for Standardization, in particular publication 

ISO 799-1:2019 Ships and marine technology – Pilot ladders – Part 1: Design and specification. 
 

4 Refer to the recommendations by the International Organization for Standardization, in particular publication 

ISO 1181:2004 Fibre ropes – Manila and sisal – 3-, 4- and 8-strand ropes. 
 

5 Refer to the recommendations by the International Organization for Standardization, in particular publication 

ISO 799-1:2019 Ships and marine technology – Pilot ladders – Part 1: Design and specification. 
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5 Combination arrangements 
 
5.1 The length of the accommodation ladder shall be sufficient to ensure that its angle of 
slope does not exceed 45°. In ships with large draught ranges, several pilot ladder hanging 
positions shall be provided, resulting in lesser angles of slope. The accommodation ladder 
shall be at least 600 mm in width. The accommodation ladder hoisting and lowering 
mechanism shall include protection that ensures the mechanism cannot be inadvertently 
operated during the transfer of pilots and other personnel. 
 
5.2 Intermediate platforms, if fitted, shall be self-levelling. Treads and steps of the 
accommodation ladder shall be so designed that an adequate and safe anti-skid foothold is 
provided at the operative angles. 
 
5.3 The accommodation ladder and platform shall be equipped on both sides with 
stanchions and rigid handrails, but if hand ropes are used, they shall be tight and properly 
secured. The vertical space between the handrail or hand rope and the stringers of the ladder 
shall be securely fenced. 
 
5.4 Accommodation ladders, together with any suspension arrangements or attachments 
fitted and intended for use in accordance with these performance standards, shall meet the 
requirements for the means of embarkation on and disembarkation from ships as required by 
regulation II-1/3-9. 
 
5.5 In the case of a combination arrangement using an accommodation ladder with a 
trapdoor in the lower platform, the lower platform shall: 
 

.1 have an aperture with dimensions not less than 750 mm x 750 mm which is 
open to the ship's hull on the inboard side and which is designed to ensure 
that the horizontal distance between the pilot ladder and adjacent edges of 
the aperture is between 0.1 and 0.2 m; 

 
.2 be designed and constructed to: 
 

.1 allow the pilot ladder and manropes to pass through the aperture 
without obstruction or distortion; 

 
.2 ensure the pilot ladder lies flat against the ship's side; 
 
.3 ensure that structural members shall not interfere with or lay against 

the pilot ladders; and 
 
.4 ensure the highest step of the pilot ladder is at least 2 m above the 

lower platform and remain compliant with part B; 
 

.3 not be provided with fixtures other than the frame referred to in 
paragraph 5.5.7, which allows a pilot ladder to be suspended from the lower 
platform of the accommodation ladder; 

 
.4 have a trapdoor which opens upwards and which is secured flat on the 

embarkation platform or against a stanchion either at the aft end or outboard 
side of the platform, and in any case not obstructing the access to the ship; 
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.5 be provided with sufficient round handholds with a diameter of no less 
than 28 mm and not more than 32 mm to allow safe mounting or dismounting 
of the pilot ladder. The structure of the platform itself shall not be relied upon 
to provide handholds; 

 
.6 be provided with sufficient handholds with a height of not less than 1.2 m 

above the platform; and 
 
.7 where a structural frame is used to comply with paragraph 5.5.2, the following 

shall apply: 
 
.1 the accommodation ladder platform, frame, pilot ladder connection 

points, accommodation ladder winch, running gear, pad eyes of 
manropes and locking arrangements shall be designed to withstand 
vertical forces of at least 48 kN; 

 
.2 the highest step of the pilot ladder is at least 2 m above the platform 

and is secured to pad eyes on the inboard side of the frame so that 
it rests firmly against the side of the ship; and 

 
.3 manropes are secured directly to additional pad eyes 2 m above the 

platform on the inboard side of the frame. 
 
5.6 On all ships to which section 5 applies, a two-tone visual mark, the upper half being 
white and the lower half being red, not less than 4 m in height and 0.5 m in width shall be 
provided in the midship half-length of the ship in the vicinity of the pilot boarding position to 
indicate to the user whether or not a combination arrangement is to be rigged. The dividing 
line between the upper and the lower halves of the pilot line shall be 9 m below the point 
of access. 
 
6 Securing arrangements 
 
6.1 All strong points, shackles and securing ropes provided or used in accordance with 
part A or part B shall have a breaking strength of not less than 48 kN. Securing ropes shall be 
tagged or otherwise permanently marked in the same way as provided in paragraph 11.3 and 
those used to aid in rigging the pilot ladder, shall be at least 3 m in length. The securing 
arrangements shall be positioned not less than 915 mm, or, if not possible, the maximum 
distance permitted by the width of the deck, from the edge of the deck, except for the case of 
a combination arrangement using an accommodation ladder. Strong points and shackles shall 
have breaking strength or equivalent safe working load limits clearly and permanently marked. 
Documentation of the conformance of the strong points, shackles and securing ropes shall be 
maintained on board and available for inspection purposes. 
 
6.2 Permanent or removable means of bowsing a pilot ladder or embarkation platform to 
the ship's hull shall not be used to support the weight of the boarding arrangement or pilot and 
shall not be used for any other purpose than to secure the arrangement against the ship's side. 
Removable means of bowsing a pilot ladder or embarkation platform to the ship's side shall be 
able to be applied and removed by a single person and shall have a holding force of not less 
than 4 kN when used for the purpose of securing the lower platform of an accommodation 
ladder or 3 kN when used for securing the pilot ladder or manropes. 5F

6 

 

 
6 Refer to the recommendations by the International Organization for Standardization, in particular publication 

ISO 799-3:2022 Ships and marine technology – Pilot ladders, part 3: Attachment and associated equipment. 
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6.3 There shall be a means of securing a pilot ladder at intermediate lengths which shall be 
capable of securing the pilot ladder to strong points described in paragraph 6.1 by gripping each 
set of side ropes of the pilot ladder. The means of securing, shall have a breaking strength of not 
less than 48 kN and be designed to prevent any slippage of the side ropes under the conditions of 
the ladder and step attachment strength test and unrolling tests described in a standard acceptable 
to the Organization.7 When type approving means of securing a pilot ladder at intermediate lengths 
in accordance with Part F, these tests shall be modified to reflect the attachment of the pilot ladder 
using a means of securing the pilot ladder other than using its own attachments. 
 

7 Ships' side openings, doors and platforms 
 

7.1 Ships' side doors used for the transfer of pilots or other personnel shall not open 
outwards unless located below the freeboard deck.8 The side opening shall enable a safe, 
convenient and unobstructed passage large enough for the transfer of pilots and other 
personnel, with a minimum clearance of 2,200 mm in height and 915 mm in width. 
 

7.2 Ships' side openings without a boarding platform shall be provided with strong points 
which are on the lowest deck of the opening and inboard of the ship's side opening. 
Strong points shall also be provided on the deck head and inboard of the ship's side opening 
if it is intended to rig manropes in the manner provided for in paragraph 15.1.1.3. 
 

7.3 In any event, boarding platforms deployed from ships' side openings and outboard of 
the ship shall not be provided where the distance from the platform to the surface of the water 
in all seagoing conditions of draught and trim associated with the normal operation of the ship 
is less than 5 m. Platforms shall be mechanically attached to the ship and be marked with safe 
working load limits. Certification of successful testing shall be maintained on board and 
available for inspection. 
 

7.4 The boarding platform shall extend outboard from the ship's side for a minimum 
distance of 750 mm, with a longitudinal length of a minimum of 750 mm. The platform shall be 
securely guarded by handrails. 
 

8 Access to ship's deck 
 

Means shall be provided to ensure safe, convenient and unobstructed passage for pilots and 
other personnel embarking on, or disembarking from, the ship between the head of the pilot 
ladder, or of any accommodation ladder, and the ship's deck; such access shall be gained 
directly by a clean and unobstructed platform securely guarded by handrails. Where such 
passage is by means of: 
 

.1 a gateway in the rails or bulwark, adequate handholds with a diameter of not 
less than 32 mm and not more than 36 mm shall be provided at the point of 
embarking on or disembarking from the ship on each side which shall be not 
less than 0.7 m and not more than 0.8 m apart in clear width. Each handhold 
shall be rigidly secured and locked to the ship's structure at or near its base and 
also to the ship at a higher point, and shall extend not less than 1.2 m above the 
deck to which it is fitted. Stanchions or handrails of the gateway shall not be 
attached to the bulwark ladder to prevent the bulwark ladder from overturning 
and shall be positioned no greater than 0.12 m inboard of the edge of the deck. 
A ring or eye with an inner diameter not less than 60 mm at a height of the 
stanchion above the deck shall be provided to accommodate manropes; 

 
7 Refer to the recommendations by the International Organization for Standardization, in particular publication 

ISO 799-1:2019 Ships and marine technology – Pilot ladders – part 1: Design and specification. 
 

8 Refer to regulation 21 of annex I of the International Convention on Load Lines. 
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.2 a bulwark ladder, it shall be securely attached to the ship to prevent 
overturning. Two separate handhold stanchions with a diameter of not less 
than 32 mm and not more than 36 mm shall be fitted at the point of embarking 
on or disembarking from the ship on each side which shall be not less 
than 0.7 m and not more than 0.8 m apart in clear width. Each stanchion shall 
be rigidly secured and locked to the ship at or near its base and also at a 
higher point and shall extend not less than 1.2 m above the top of the 
bulwarks. Stanchions or handrails of the gateway shall not be attached to the 
bulwark ladder to prevent the bulwark from overturning and shall be 
positioned no greater than 0.12 m inboard of the edge of the deck. A ring or 
eye with an inner diameter not less than 60 mm at a height of the stanchion 
above the deck shall be provided to accommodate manropes; or 

 
.3 a shipside opening or door, adequate handholds with a diameter of not less 

than 32 mm and not more than 36 mm shall be provided at the point of 
embarking on or disembarking from the ship on each side which shall be not 
less than 0.7 m and not more than 0.8 m apart in clear width. Each handhold 
shall be rigidly secured and locked to the ship’s structure at or near its base 
and also to the ship at a higher point to prevent dislodgement and shall 
extend not less than 1.2 m above the entry threshold. Stanchions or handrails 
shall be positioned no greater than 0.12 m inboard of the edge of the deck. 
A ring or eye with an inner diameter not less than 60 mm at a height of the 
stanchion above the deck shall be provided to accommodate manropes. 

 
9 Protection from chafing 
 
Equipment and arrangements shall be designed and installed so that it is not possible for a 
pilot ladder side rope or manrope to make contact with any part of the ship's hull or associated 
fixtures and fittings which could have the potential to cause sharp bends, chafing, abrasion, 
pinching or otherwise degrade their performance. Where contact is unavoidable, contact points 
shall be rounded to minimize chafing. The means of rounding could be a permanent fixture, 
such as a rounded pipe. Where it is not possible to round contact points owing to ship design, 
removable chafing pads or other temporary arrangements may be used. They shall be 
considered acceptable to the Administration, provided these arrangements do not prevent pre-
use inspections, are removed after use and stowed in accordance with section 23. 
 
10 Safe approach of the pilot boat 
 
Where rubbing bands or other constructional features prevent the safe approach of a pilot boat, 
these shall be cut back to provide at least 6 m of unobstructed ship's side. Specialized offshore 
ships less than 90 m or other similar ships less than 90 m for which a 6 m gap in the rubbing 
bands would not be practicable, as determined by the Administration, may be exempted. In this 
case, other appropriate measures shall be taken to ensure that pilots and other personnel are 
able to embark and disembark safely. 
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11 Associated equipment 
 
Manropes shall be: 
 

.1 not less than 28 mm and not more than 32 mm in diameter and shall be 
mildew-resistant manila rope, 7F

9 or other material of equivalent strength, 
durability, elongation characteristics and grip; 

 
.2 of a single length free from splices and knots; and 
 
.3 tagged or otherwise permanently marked by the manufacturer with at least 

the following information: 
 

.1 the name of the manufacturer; 
 
.2 an equipment serial number or other means of unique identification 

which the manufacturer shall be able to validate; 
 
.3 date of manufacture; and 
 
.4 name and details of the approving authority. 
 

PART B – RIGGING 
 
12 Pilot ladder 
 
In all ships, when it is intended to embark and disembark pilots or other personnel by means 
of the pilot ladder, the pilot ladder shall be secured to the dedicated strong points meeting the 
requirements of paragraph 6.1 and positioned so that: 
 

.1 it is clear of any possible discharge from the ships and at all times hangs 
vertically, free and without obstruction; 

 
.2 it is within the parallel body length of the ship and within the midship 

half-length of the ship; 
 
.3 each step rests firmly against the ship's side and is horizontal in all planes 

throughout the entire vertical length of the ladder; 
 
.4 when used in conjunction with ships' side openings, the ladder is secured in 

accordance with section 14; 
 
.5 when a retrieval line is considered necessary to ensure the safe rigging of a 

pilot ladder, the line is secured to the forward end, at or above the lowest 
spreader step and leads forward. The retrieval line shall not hinder the pilot 
or other personnel nor obstruct the safe approach of the pilot boat; and 

 
.6 the lowest step of the pilot ladder, by using the means specified in 

paragraph 6.3, is at the height above the surface of the water requested by 
the pilot or other personnel being transferred. 

 

 
9  Refer to the recommendations by the International Organization for Standardization, in particular publication 

ISO 1181:2004 Fibre ropes – Manila and sisal – 3-, 4- and 8-strand ropes. 
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13 Combination arrangements 
 
13.1 The combination arrangement shall be so positioned and secured that: 
 

.1 the pilot ladder complies with the requirements in section 12; 
 
.2 the accommodation ladder leads aft and is clear of any discharges; 
 
.3 the lower platform of the accommodation ladder is secured to the ship's side 

by means of permanent fixtures or removable fixtures within the parallel body 
length of the ship and within the midship half-length; 

 
.4 the lower platform is in a horizontal position when in use and is a minimum 

of 5 m above the surface of the water in all seagoing conditions of draught 
and trim; 

 
.5 the pilot ladder and manropes are secured to the ship's side at a point of 

nominally 1.5 m above the lower platform of the accommodation ladder 
except as outlined in paragraph 5.5.7; 

 
.6 the pilot ladder and manropes are not secured to the lower platform of the 

accommodation ladder at any time; and 
 
.7 the pilot ladder is rigged immediately adjacent to the lower platform of the 

accommodation ladder and the highest step of the pilot ladder is at least 2 m 
above the lower platform. The horizontal distance between the pilot ladder 
and the lower platform shall be between 0.1 and 0.2 m. 

 
13.2 In the case of a combination arrangement using an accommodation ladder with a 
trapdoor in the lower platform, the lower platform shall be positioned and rigged in accordance 
with the requirements of paragraphs 5.5 and 13.1. 
 
14 Ships' side openings 
 
14.1 Pilot ladders rigged from ships' side openings without a boarding platform shall not 
extend above the lowest deck of the opening and shall not be rigged from any other position, 
including the freeboard deck. 
 
14.2 Pilot ladders used in conjunction with ships' side openings with a boarding platform 
complying with paragraph 7.3 shall be rigged aft of such platforms and may be rigged from the 
freeboard deck provided that the ladder and manropes are secured above the platform in 
accordance with paragraphs 13.1.5 and 13.1.7. 
 
15 Associated equipment 
 
15.1 The following associated equipment shall be available and ready for immediate use 
at the point of access whilst the pilot or other personnel are being transferred: 
 

.1 two manropes complying with the requirements stipulated within section 11 
which shall: 

 
.1 be free from contamination and knots; however, knots used to tie or 

secure manropes to strong points are acceptable; 
 



MSC 110/21/Add.1 
Annex 5, page 12 

 

I:\MSC\110\MSC 110-21-Add.1.docx 

.2 when required by pilots or other personnel embarking or 
disembarking, be rigged and secured in accordance with relevant 
requirements of these performance standards; and 

 
.3 when rigged, be fixed at the rope end to dedicated strong points on 

the deck and pass through the ring or eye fitted at the top of the 
stanchions at the point of access to the deck. When the pilot ladder 
is rigged from a ship side opening, manropes may be rigged from 
the deck head, provided that the manropes pass through the ring or 
the eye at the top of the stanchions at the point of access; 

 
.2 a lifebuoy equipped with a self-igniting light; and 

 
.3 a heaving line free from contamination and having a length which can reach 

the waterline in any seagoing condition of draught or trim. 
 
15.2 When required by section 8 of these performance standards, stanchions and bulwark 
ladders shall be provided. 
 
PART C – INSTALLATION OF PILOT LADDER WINCH REELS 
 
16  Stowage of pilot ladders on winch reels 
 
If a pilot ladder is to be stowed on a winch drum, the drum diameter shall be not less 
than 0.16 m and the drum shall be provided with sunken securing points. 
 
17 Point of access 
 
17.1 When a pilot ladder winch reel is provided, it shall be situated at a position which will 
ensure pilots and other personnel embarking on, or disembarking from, the ship between the 
pilot ladder and the point of access to the ship, have safe, convenient and unobstructed access 
to or egress from the ship. 
 
17.2  The point of access position and adjacent area shall be kept clear of obstructions, 
including the pilot ladder winch reel, for distances as follows: 
 

.1 915 mm in width measured longitudinally; 
 
.2 915 mm in depth, measured from the ship's side plating inwards; and 
 
.3 2,200 mm in height, measured vertically from the access deck. 

 
18  Physical positioning of pilot ladder winch reels 
 
18.1 Pilot ladder winch reels which are fitted on a ship's upper deck for the purpose of 
providing a pilot ladder which services a ship's side opening below the upper deck or, 
alternatively, an accommodation ladder when a combination arrangement is provided shall: 
 

.1 be situated at a location on the upper deck from which the pilot ladder is able 
to be suspended vertically, in a straight line, to a point adjacent to the ship's 
side opening access point or the lower platform of the accommodation 
ladder; 
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.2 be situated at a location which provides a safe, convenient and unobstructed 
passage for pilots or other personnel embarking on, or disembarking from, 
the ship between the pilot ladder and the place of access on the ship; and 

 
.3 enable compliance with the relevant requirements of part A and part B. 

 
18.2  Pilot ladder winch reels fitted inside a ship's side opening shall: 
 

.1 be situated at a position which provides a safe, convenient and unobstructed 
passage for pilots or other personnel embarking on, or disembarking from, 
the ship between the pilot ladder and the place of access on the ship; 

 
.2  be situated at a position which provides an unobstructed clear area with a 

minimum length of 915 mm and minimum width of 915 mm and minimum 
vertical height of 2,200 mm; and 

 
.3 if situated at a position which necessitates a section of the pilot ladder to be 

partially secured in a horizontal position on the deck so as to provide a clear 
access as described above, then allowance shall be made so that this 
section of the pilot ladder may be covered with a rigid platform for a minimum 
distance of 915 mm measured horizontally from the ship's side inwards. 

 
19  Handrails and handgrips 
 
Handrails and handgrips shall be provided in accordance with section 8 to assist the pilot and 
other personnel to safely transfer between the pilot ladder and the ship, except as noted in 
paragraph 7.4 for arrangements with platforms extending outboard. The horizontal 
distance between the handrails and/or the handgrips shall be not less than 0.7 m or more 
than 0.8 m apart. 
 
20 Securing of the pilot ladder 
 
Where the pilot ladder is stowed on a pilot ladder winch reel which is located either within the 
ship's side opening or on the upper deck: 
 

.1 the pilot ladder winch reel shall not be relied upon to support the pilot ladder 
when the pilot ladder is in use; 

 
.2 the pilot ladder shall be secured to strong points, independent of the pilot 

ladder winch reel; and 
 

.3 the pilot ladder shall be secured at deck level inside the ship's side opening 
or, when located on the ship's upper deck, at a distance of not less than 
915 mm measured horizontally from the ship's side inwards. 

 
21 Mechanical securing of pilot ladder winch reel 
 
21.1 All pilot ladder winch reels shall have means of preventing the winch reel from being 
accidentally operated as a result of mechanical failure or human error. 
 
21.2 Pilot ladder winch reels may be manually operated or, alternatively, powered by either 
electrical, hydraulic or pneumatic means. 
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21.3 Manually operated pilot ladder winch reels shall be provided with a brake or other 
suitable arrangements to control the lowering of the pilot ladder and to lock the winch reel in 
position once the pilot ladder is lowered into position. 
 
21.4 Electrical, hydraulic or pneumatically driven pilot ladder winch reels shall be fitted with 
safety devices which are capable of cutting off the power supply to the winch reel and thus 
locking the winch reel in position. 
 
21.5 Powered winch reels shall have clearly marked control levers or handles which may 
be locked in a neutral position. 
 
21.6 A mechanical device or locking pin shall also be utilized to lock powered winch reels. 
 
PART D – OPERATIONAL READINESS, ONBOARD INSPECTION AND MAINTENANCE 
 
22 Periodic maintenance and inspections shall be carried out to ensure the pilot transfer 
arrangements are in good condition, free from contamination and ready for use. Regardless of 
the date of installation, maintenance and inspection of accommodation ladders used in the 
combination arrangement shall be carried out in accordance with SOLAS regulation II-1/3-9.3. 
 
23 Pilot ladders, manropes and all associated equipment, when not in use, shall be 
stowed to prevent degradation caused by moisture, icing and sunlight, chemicals and greases 
and similar contaminants, and in accordance with the manufacturer's instructions. 
 
24 Instructions for care, maintenance, inspection and stowage shall be supplied with 
each pilot ladder, manropes and all associated equipment. These instructions shall include: 
 

.1 pre- and post-use inspection instructions; 
 
.2 detailed periodic inspection procedures, including those for side ropes; 
 
.3 instructions for inspecting and repairing rope seizings or securing devices, 

along with a list of permitted onboard repairs; 
 
.4 care and stowage instructions, including warnings about chemical exposure, 

sunlight impact and other potential causes of ladder degradation; 
 
.5 factors affecting pilot ladder life, including stowage arrangements; 
 
.6 acceptable method(s) of securing ladder to strong points; 
 
.7 pictorial examples and detailed written description of damage or conditions 

warranting withdrawing the ladder from service; and 
 
.8 care and maintenance specifics for natural fibre rope ladders. 

 
25 Pilot transfer arrangements shall be subject to: 
 

.1 inspection before and after each use by a responsible officer on board; and 
 
.2 a detailed inspection every three months by a responsible officer on board. 
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26 In order to determine the suitability for ongoing use of the pilot transfer arrangements, 
inspections shall include the following: 
 

.1 the pilot ladder including spares; 
 
.2 the accommodation ladder used in a combination arrangement; 
 
.3 winch reels; 
 
.4 securing arrangements; 
 
.5 conditions of point of access; 
 
.6 relevant equipment, in particular stanchions and stanchion sockets welded 

onto the deck; and 
 
.7 stowage arrangements. 

 
27 A maintenance plan shall be developed and shall be available for inspection. 
The maintenance plan shall be easily understood, illustrated as appropriate wherever possible, 
and shall include the following: 
 

.1 a checklist for use when carrying out the inspections required by section 25; 
 
.2 maintenance, repair and stowage instructions, in accordance with 

manufacturer's instructions; 
 
.3 schedule of periodic inspection and maintenance; 
 
.4 list of sources of spare parts or replacements; 
 
.5 log for records of inspections and maintenance; and 
 
.6 record of when the pilot ladder or manropes were brought into service and 

their anticipated date of withdrawal from service in accordance with 
section 30 of these performance standards. 

 
28 Repair or replacement of pilot ladder steps or spreader steps shall be prohibited. 
 
29 At least one spare compliant pilot ladder and one spare set of compliant manropes 
shall be carried on board the ship. 
 
30 Pilot ladders and manropes, including their spares, shall be removed from service, 
either at any time not complying with these performance standards, or within 36 months after 
the date of manufacture or within 30 months after the date of being placed into service, 
whichever comes first, and shall not be used for the embarkation and disembarkation of pilots 
or other personnel. 
 
PART E – FAMILIARIZATION 
 
31 Onboard personnel involved in the inspection, maintenance, rigging or operation of 
any equipment for pilot transfer arrangements shall receive familiarization to perform their 
assigned duties. This shall form part of the onboard familiarization of the crew. 
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32 On ships to which SOLAS chapter IX applies, the company, as defined in SOLAS 
regulation IX/1.2, ensures that onboard personnel involved in the operation of inspection, 
maintenance, rigging or operation of any equipment for pilot transfer arrangements are 
familiarized with the onboard pilot transfer arrangements for safe operation in accordance with 
STCW regulation I/14. 
 
33 On ships to which SOLAS chapter IX does not apply, familiarization on board shall 
include, but not be limited to: 
 

.1 operation and use of the equipment and arrangements for the transfer of 
pilots and other personnel provided on board the ship; 

 
.2 the characteristics of pilot transfer arrangements which shall not be used for 

the transfer of pilots or other personnel; 
 
.3 carrying out inspections and maintenance of the pilot transfer arrangements, 

including spare ladders on board; 
 
.4 replacement procedures of pilot ladders and manropes; and 
 
.5 when applicable, measures and additional equipment or operational 

considerations to be made to ensure the integrity of the pilot ladder in special 
conditions, i.e. freezing or windy condition or rough weather especially when 
there is moderate swell. 

 
PART F – APPROVAL 
 
34 Pilot transfer arrangements installed in accordance with SOLAS regulation V/23.3 
shall be approved by the Administration in accordance with these performance standards 
before being put into service for the first time and after repair, alteration or modification to the 
arrangements provided for in sections 5 to 8 and section 10 of part A, or part C, of these 
performance standards. 
 
35 Pilot transfer arrangements installed in accordance with SOLAS regulations V/23.4  
and 23.5 shall be approved by the Administration in accordance with these performance 
standards after alteration or modification, if any, or repair, to the arrangements provided for in 
sections 5 to 8 and section 10 of part A, or part C, of these performance standards. 
 
36 A pilot ladder, including the means of securing the pilot ladder at intermediate lengths, 
and manropes shall be type-approved by the Administration in accordance with these 
performance standards. 
 
37 A manufacturer quality control system shall be required and shall be audited by a 
competent authority to ensure continuous compliance with the type approval conditions. 
Alternatively, the Administration may use final product verification procedures where 
compliance with the type approval certificate is verified by a competent authority before the 
product is installed on board ships. 
 
 

*** 
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LONDON SE1 7SR 
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MSC.1/Circ.1331/Rev.1 
28 August 2025 

REVISED GUIDELINES FOR CONSTRUCTION, INSTALLATION, MAINTENANCE AND 
INSPECTION/SURVEY OF MEANS OF EMBARKATION AND DISEMBARKATION 

1 The Maritime Safety Committee, at its eighty-sixth session (27 May to 5 June 2009), 
approved the Guidelines for construction, installation, maintenance and inspection/survey of 
means of embarkation and disembarkation (MSC.1/Circ.1331), prepared by the 
Sub-Committee on Ship Design and Equipment at its fifty-second session, with a view to 
providing specific guidance on the construction, installation, maintenance and 
inspection/survey of means of embarkation and disembarkation such as accommodation 
ladders and gangways required under SOLAS regulation II-1/3-9.  

2 The Maritime Safety Committee, at its 110th session (18 to 27 June 2025) approved 
amendments to MSC.1/Circ.1331, prepared by the Sub-Committee on Ship Design and 
Construction, at its eleventh session, as set out in the annex. 

3 Member Governments are invited to bring the attached Revised Guidelines to the 
attention of shipowners, shipbuilders, designers, manufacturers, port State control authorities 
and other parties concerned in conjunction with SOLAS regulation II-1/3-9 (Means of 
embarkation on and disembarkation from ships). 

4 The present circular supersedes MSC.1/Circ.1331. 
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ANNEX 
 

REVISED GUIDELINES FOR CONSTRUCTION, INSTALLATION, MAINTENANCE AND 
INSPECTION/SURVEY OF MEANS OF EMBARKATION AND DISEMBARKATION 

 
 

1 APPLICATION AND DEFINITIONS 
 
1.1 This document is intended to provide Guidelines for the construction, installation, 
maintenance and inspection/survey of means of embarkation and disembarkation required 
under SOLAS regulation II-1/3-9, adopted by resolution MSC.256(84). Where means of 
embarkation and disembarkation other than those specifically covered by these Guidelines are 
fitted, an equivalent level of safety should be provided. 
 
1.2 Unless expressly provided otherwise, the expression "installed on or after 1 July 2026" 
in these Guidelines means: 
 

(a) for ships for which the building contract is placed on or after 1 July 2026, 
or in the absence of the contract, the keels of which are laid or which are at 
a similar stage of construction on or after 1 July 2026, any installation date 
on the ship; or 

 
(b) for ships other than those ships prescribed in (a) above, a contractual delivery 

date for the equipment or, in the absence of a contractual delivery date, 
the actual delivery date of the equipment to the ship on or after 1 July 2026. 

 
1.3 For the purpose of these Guidelines, a "safety net" is a net which is rigged between 
the ship's side and the means of (dis)embarkation to prevent a person from falling into the 
water or onto the quayside from a means of (dis)embarkation. 
 
2 CONSTRUCTION 
 
2.1 Accommodation ladders and gangways for means of embarkation and 
disembarkation which are installed before 1 July 2026 on board ships constructed on or 
after 1 January 2010 should meet applicable international standards such as 
ISO 5488:1979, Shipbuilding – Accommodation ladders, ISO 7061:1993, Shipbuilding – 
Aluminium shore gangways for seagoing vessels and/or national standards and/or other 
requirements recognized by the Administration.  
 
2.2 Accommodation ladders and gangways for means of embarkation and 
disembarkation which are installed on ships constructed on or after 1 January 2010, which 
are installed on or after 1 July 2026, should meet applicable international standards such as 
ISO 5488:2015, Ships and marine technology – Accommodation ladders, ISO 7061:2015 or 
ISO 7061:2024, Ships and marine technology – Aluminium shore gangways for seagoing 
vessels and/or national standards and/or other requirements recognized by 
the Administration. 
 
2.3 Accommodation ladders and gangways installed on ships constructed 
before 1 January 2010, which are installed on or after 1 July 2026, should meet applicable 
international standards insofar as is reasonable and practicable, such as ISO 5488:1979, 
Shipbuilding – Accommodation ladders, or ISO 5488:2015, Ships and marine technology – 
Accommodation ladders, ISO 7061:1993, ISO 7061:2015 or ISO 7061:2024, Ships and 
marine technology – Aluminium shore gangways for seagoing vessels and/or national 
standards and/or other requirements recognized by the Administration. 
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2.4 The construction and test of accommodation ladder winches which are installed 
before 1 July 2026 on board ships constructed on or after 1 January 2010 should be in 
accordance with applicable international standards, such as ISO 7364:1983 Shipbuilding and 
marine structures – Deck machinery – Accommodation ladder winches.  
 
2.5 The construction and test of accommodation ladder winches which are installed on 
or after 1 July 2026 on board ships constructed on or after 1 January 2010 should be in 
accordance with applicable international standards such as ISO 7364:2016 Ships and marine 
technology – Deck machinery – Accommodation ladder winches.  
 
2.6 The construction and test of accommodation ladder winches installed on ships 
constructed before 1 January 2010, which are installed on or after 1 July 2026, should be in 
accordance with applicable international standards insofar as is reasonable and practicable, 
such as ISO 7364:1983, Shipbuilding and marine structures – Deck machinery – 
Accommodation ladder winches, or ISO 7364:2016 Ships and marine technology – Deck 
machinery – Accommodation ladder winches. 
 
2.7 The structure of the accommodation ladders and gangways and their fittings and 
attachments should be such as to allow regular inspection, maintenance of all parts and, 
if necessary, lubrication of their pivot pin. Special care should be taken to ensure that the 
welding connection works are properly performed. 
 
3 INSTALLATION 
 
3.1 Location 
 
As far as practicable, the means of embarkation and disembarkation should be sited clear of 
the working area and should not be placed where cargo or other suspended loads may 
pass overhead. 
 
3.2 Lighting 
 
Adequate lighting should be provided to illuminate the means of embarkation and 
disembarkation, the position on deck where persons embark or disembark and the controls of 
the arrangement. 
 
3.3 Lifebuoy 
 
A lifebuoy equipped with a self-igniting light and a buoyant lifeline should be available for 
immediate use in the vicinity of the embarkation and disembarkation arrangement when in use. 
 
3.4 Arrangement 
 
3.4.1 Each accommodation ladder should be of such a length to ensure that, at a maximum 
design operating angle of inclination, the lowest platform will be not more than 600 mm above 
the waterline in the lightest seagoing condition, as defined in SOLAS regulation III/3.13. 
 
3.4.2 The arrangement at the head of the accommodation ladder should provide direct 
access between the ladder and the ship's deck by a platform securely guarded by handrails 
and adequate handholds. The ladder should be securely attached to the ship to prevent 
overturning. 
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3.4.3 For ships on which the height of the embarkation/disembarkation deck exceeds 20 m 
above the waterline specified in paragraph 3.4.1 and on other ships for which the 
Administration considers compliance with the provisions of paragraph 3.4.1 impractical, 
an alternative means of providing safe access to the ship or supplementary means of safe 
access to the bottom platform of the accommodation ladder may be accepted. 
 
3.5 Marking 
 
Each accommodation ladder or gangway should be clearly marked at each end with a plate 
showing the restrictions on the safe operation and loading, including the maximum and 
minimum permitted design angles of inclination, design load, maximum load on bottom end 
plate, etc. Where the maximum operational load is less than the design load, it should also be 
shown on the marking plate. 
 
3.6 Test 
 
3.6.1 After installation, the winch and the accommodation ladder should be operationally 
tested to confirm proper operation and condition of the winch and the ladder after the test. 
 
3.6.2 The winch should be tested as a part of the complete accommodation ladder unit 
through a minimum of two times hoisting and lowering of the accommodation ladder in 
accordance with the onboard test requirement specified in international standards 
applicable to the winch. 
 
3.6.3 Every new accommodation ladder should be subjected to a static load test of the 
specified maximum working load upon installation. 
 
3.7 Positioning 
 
3.7.1 Gangways should not be used at an angle of inclination greater than 30o from the 
horizontal and accommodation ladders should not be used at an angle greater than 55o from 
the horizontal, unless designed and constructed for use at angles greater than these and 
marked as such, as required by paragraph 3.5. 
 
3.7.2 Gangways should never be secured to a ship's guardrails unless they have been 
designed for that purpose. If positioned through an open section of bulwark or railings, any 
remaining gaps should be adequately fenced. 
 
3.7.3 Adequate lighting for means of embarkation and disembarkation and the immediate 
approaches should be ensured from the ship and/or the shore in hours of darkness. 
 
3.8 Rigging (safety net) 
 
3.8.1 A safety net should be mounted in way of the accommodation ladders and gangways 
where it is possible that a person may fall from the means of embarkation and disembarkation 
or between the ship and quayside. 
 
3.8.2 The safety net in 3.8.1 is not required if the provisions of 3.8.3 and 3.8.4 below 
are met. 
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3.8.3 The hazard of a person falling through the sides of the means of (dis)embarkation is 
adequately mitigated if the top railing is of rigid construction and a side net* has been rigged 
between this railing and the base of the accommodation ladder, including its upper and lower 
platforms, or the gangway (see figure 1). 
 

 

Figure 1: Side net between rigid top railing and base of ladder 
 
3.8.4 The hazard of falling over the rigid top railing is adequately mitigated if this railing is 
installed in accordance with relevant international standards, at a height of not less 
than 1,000 mm. 
 
3.9 Verification 
 
Upon installation, the compliance of the entire arrangement with these Guidelines should 
be verified. 
 
3.10 Protection of crew 
 
When rigging the accommodation ladder, gangway and the safety net, the crew should have 
sufficient personal safety protection. The crew should wear life jackets and safety harnesses 
while rigging. 
 
4 MAINTENANCE 
 
4.1 Accommodation ladders and gangways, including associate winch and fittings, 
should be properly maintained and inspected at appropriate intervals as required by 
SOLAS regulation III/20.7.2, in accordance with manufacturers' instructions. Additional checks 
should be made each time the accommodation ladder and gangway is rigged, looking out for 
signs of distortion, cracks and corrosion. Close examination for possible corrosion should be 
carried out, especially when an aluminium accommodation ladder/gangway has fittings made 
of mild steel. 
 
4.2 Bent stanchions should be replaced or repaired and guard ropes should be inspected 
for wear and renewed where necessary. 
 
4.3 Moving parts should be free to turn and should be greased as appropriate. 
 
4.4 The lifting equipment should be inspected, tested and maintained paying 
careful attention to the condition of the hoist wire. The wires used to support the means of 
embarkation and disembarkation should be renewed when necessary, as required by 
SOLAS regulation II-1/3-9. 
 

 
*  Refer to ISO 9554:2019, Fibre ropes – General specifications or other standards acceptable to the 

Administration. 



MSC.1/Circ.1331/Rev.1 
Annex, page 5 

 

 
I:\Circ\MSC\1\MSC.1-Circ.1331-Rev.1.docx  

4.5 Arrangements should also be made to examine the underside of gangways and 
accommodation ladders at regular intervals. 
 
4.6 All inspections, maintenance work and repairs of accommodation ladders and 
gangways should be recorded in order to provide an accurate history for each appliance. The 
information to be recorded appropriately on board should include the date of the most recent 
inspection, the name of the person or body who carried out that inspection, the due date for 
the next inspection and the dates of renewal of wires used to support the embarkation and 
disembarkation arrangement. 
 
4.7 The safety net and/or side net should be properly stored in ventilated places avoiding 
sunlight and chemical contamination. The safety net and/or side net should be checked and 
maintained regularly and replaced if found necessary. 
 
5 EXAMINATION AND OPERATIONAL TEST DURING SURVEYS REQUIRED BY 

SOLAS REGULATIONS I/7 AND 8 
 
5.1 Accommodation ladders/gangways and davits 
 
5.1.1 Accommodation ladder 
 
5.1.1.1 The following items should be thoroughly examined during annual surveys required by 
SOLAS regulations I/7 and 8 and checked for satisfactory condition of the accommodation ladder: 
 

.1 steps; 
 
.2 platforms; 
 
.3 all support points such as pivots, rollers, etc.; 
 
.4 all suspension points such as lugs, brackets, etc.; 
 
.5 stanchions, safety pins, rigid handrails, hand ropes and turntables,side nets 

and their securing points; 
 
.6 davit structure, wire and sheaves, etc.; and 
 
.7 any other relevant provisions stated in these Guidelines. 

 
5.1.1.2 At every five-yearly survey, upon completion of the examination required by 
paragraph 5.1.1.1, the accommodation ladder should be statically tested with the specified 
maximum working load of the ladder. 
 
5.1.2 Gangway 
 
5.1.2.1 The following items should be thoroughly examined during annual surveys required 
by SOLAS regulations I/7 and 8 and checked for satisfactory condition of the gangway: 
 

.1 treads; 
 

.2 side stringers, cross-members, decking, deck plates, etc.; 
 
.3 all support points such as wheel, roller, etc.; 
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.4 stanchions, safety pins, rigid handrails, hand ropes; side nets and their 
securing points; and 

 
.5 any other relevant provisions stated in these Guidelines. 

 
5.1.2.2 At every five-yearly survey, upon completion of the examination required by 
paragraph 5.1.2.1, the gangway should be statically tested with the specified maximum 
working load of the gangway. 
 
5.2 Winch 
 
5.2.1 During annual surveys required by SOLAS regulations I/7 and 8, the following items 
should be examined for satisfactory condition: 
 

.1 brake mechanism including condition of brake pads and band brake, if fitted; 
 
.2 remote control system; and 

 
.3 power supply system (motor). 

 
5.2.2 At every five-yearly survey, upon completion of the examination required by 
paragraph 5.2.1, the winch should be operationally tested by raising and lowering the unloaded 
accommodation ladder. 
 
5.3 Tests 
 
5.3.1 The tests specified in sections 5.1 and 5.2 are for the purpose of confirming the proper 
operation of the accommodation ladder, gangway and/or winch, as appropriate. 
 
5.3.2 The load used for the test should be: 
 

.1 the design load; or 
 
.2 the maximum operational load, if this is less than the design load and marked 

as per paragraph 3.5; or 
 
.3 the load nominated by the shipowner or operator only in those cases where 

the design load or maximum operational load is not known (e.g. for 
accommodation ladders or gangways which are provided on board ships 
constructed prior to 1 January 2010), in which case that nominated load 
should be used as the maximum operational load for all purposes within 
these Guidelines. 

 
5.3.3 The tests should be carried out with the load applied as uniformly as possible along 
the length of the accommodation ladder or gangway. The ladder or gangway should be in 
horizontal position, and the accommodation ladder should be suspended by the wire(s) and 
supported by the winch. 
 
5.3.4 Following satisfactory completion of the applicable test(s) without permanent 
deformation or damage to the tested item, the load used for that test should be marked as the 
maximum operational load in accordance with paragraph 3.5. 
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5.4 Fittings and davits 
 
During annual surveys required by SOLAS regulations I/7 and 8, all fittings and davits on the 
ship's deck associated with accommodation ladders and gangways should be examined for 
satisfactory condition. 
 
5.5 Means of access to deck 
 
During annual surveys required by SOLAS regulations I/7 and 8, the fittings or structures for 
means of access to decks such as handholds in a gateway or bulwark ladder and stanchions 
should be examined for satisfactory condition. 
 
 

___________ 
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Telephone: +44 (0)20 7735 7611 Fax: +44 (0)20 7587 3210 

MSC.1/Circ.1690 
5 September 2025 

VOLUNTARY EARLY IMPLEMENTATION OF THE AMENDMENTS TO 
SOLAS REGULATION V/23 ON PILOT TRANSFER ARRANGEMENTS 

1 The Maritime Safety Committee, at its 110th session (18 to 27 June 2025), adopted 
amendments to SOLAS regulation V/23 on Pilot transfer arrangements by resolution MSC.572(110). 

2 The entry-into-force date of the aforementioned amendments is 1 January 2028. 

3 In adopting the amendments to SOLAS regulation V/23 on Pilot transfer arrangements, 
the Committee, having considered the need for their voluntary early implementation, 
in accordance with the Guidelines on the voluntary early implementation of amendments to the 
1974 SOLAS Convention and related mandatory instruments (MSC.1/Circ.1565), agreed to 
encourage the Contracting Governments to the International Convention for the Safety of Life 
at Sea, 1974, to implement them prior to the entry-into-force date. 

4 Voluntary early implementation should be communicated by a Contracting Government 
to the Organization for dissemination through GISIS (module on survey and certification). 

5 In addition to the aforementioned communication, a Contracting Government may 
also consider the use of the existing provisions for equivalent arrangements under 
SOLAS regulation I/5 to cover the interim period between the date of the voluntary early 
implementation and the entry-into-force date of the amendments. 

6 A Contracting Government, in line with paragraph 1.2.4 of the Procedures for Port 
State Control, 2023 (resolution A.1185(33)), as may be amended, when acting as a port State, 
should refrain from enforcing its decision to voluntarily early implement the amendments to 
SOLAS regulation V/23 on Pilot transfer arrangements to ships entitled to fly the flag of other 
Contracting Governments, calling at its ports. 

7 The Contracting Governments, when undertaking port State control activities, should 
take into account the present invitation and any subsequent notifications communicated by 
other Contracting Governments through GISIS. 

8 Contracting Governments are invited to be guided accordingly and to bring the 
contents of this circular to the attention of all concerned, especially port State control authorities 
and recognized organizations. 

___________ 
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